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11月30日（木）～12月1日（金）は、6年生にとっての最大イベン
トである修学旅行がありました。インフルエンザの流行が非常に心配
でしたが、無事に修学旅行に行くことができたのはなによりでした。

旅行後の子どもたちのまとめを見てみると、知覧特攻平和会館での
学びが印象強かったようです。今の当たり前のような自分たちの生活
は当たり前ではなく、多くの尊い命の犠牲の延長上にあることを痛感
した子どもたちも多いようです。

修学旅行での学びを、今後の生活に生かしてくれるものと期待して
います。

3年生は、「NPO法人どんぐり1000年の森をつくる会」
が管理運営している「どんぐり村」を訪れました。ここには、
自然の中で思いっきり体を動かして楽しめる施設・道具や工
作を楽しめる材料、さらには森の中の図書館もあります。
3年生は、総合的な学習の時間で地域のことを調べる活動

として、どんぐり村で遊んで、自然を満喫しました。

こんな素晴らしい施設があることを自慢に思ったことで
しょう。

6年生が、丸野小学校とGoogle Meetによるオンラインを使ったり、
集合学習を行ったりして共同で作成を進めてきた、志和池地区の魅力
を伝えるパンフレットが完成し、12月15日（金）に学校周辺の施設
や商店に配付し、お客様に自由に手に取っていただけるようにお願い
しました。授業日以外にも、土日に、近所の施設等に配付しに行った
児童もいました。
パンフレットには、Googleフォームを使って感想をお寄せいただ

けるようにしています。

パンフレットを通じて、地域のの関心をさらに深め、地域の方々と
のつながりを改めて感じるのではないかと思います。

【宮崎県学校発明工夫展】
特賞（宮崎県市⾧会会⾧賞）
1年 枓木 敦広「かくにんロボット」

今年も志和池小の正門には門松が、玄関にはしめ縄飾りが飾られま
した。上原様、東様、上小牧様、新留様に作っていただきました。もう何
年も作っていただいております。改めて、学校が地域の方々に育てられ
ていることを痛感します。
新型コロナ5類移行により、ほぼ全ての教育活動が通常通り行われ、
多くの成果があったことをうれしく思いますが、保護者の皆様、地域の皆
様のご理解とご協力のおかげと深く感謝申し上げます。
皆様、よいお年をお迎えください。

持久走大会：6年生が1年生をスタート地点に連
れて行っている場面


